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3. Nb｡.5Zro.5/Nb多層膜の超伝導

早 野 有 -

(目的)近年 ､超 伝導 金属 を用 いた多層 膜 に関 しての様 々な超伝導特性 に関す る研究 が

行われて い る0 本研究 で は 2元マ グネ トロ ンスパ ッタ リング法を用 いてし､ はば等 しい転移

温度 を持 ち､拡 散係数 の異 な る超伝導/超 伝導 タイプの多層 膜 と して N b｡.5 Z r｡.5 /

Nb多層膜を作製 し､構造解析及 びその超 伝導特性 を調 べ る ことを 目的 と した｡

(実験 )試料 の作製 は､ 2台の直流 プ レナ -マ グネ トロ ン銃 を用 い､ アル ゴ ン雰朗気 中

でサ フ ァイア基板上 に基板温度 300℃でNbZrとNbを交互 に積層す る ことによ り行 っ

た｡作製 した試料 は多層周期が16-500Åで あ り､多層周 期 中 におけ るNbZrとNbの比

は 1 :1で あ る｡ これ らの試料 につ いて X線構造 回折,超伝導転移 温度 ,上 部臨 界磁場 の

温度依存性及 び角度 依存性の測定 を行 った｡

(結果)本研 究で得 られた結 果 は以下 の通 りで あ る｡

1.試料 内部で NbZrとNbは共 にbcc(110)面 に方位配 向 して成長 してお り､人工格子

的構造 を持つ ｡

2.膜 面 に平行磁場 中での臨界磁場 Hc2〝 に次元 ク ロスオ -バ ーが観測 され た｡ この温度

は多層周期 に依存 して い る｡

3.多層周期が 400Å以上の試料 で は､̀上述 の次元 ク ロスオ ーバ ーの他 に､更 に低温の温

度 T' にお いて ､オ ーダ ー ･パ ラメ ーターが N b層 か らN bZ r層 に飛 び移 ることによ る

Hc2〝(T)のHigbField側-の上昇 が見 られ た｡

4.多層周期が 500Åの試料 において､上 郡臨界磁場 の角 度依存性 にカスプ型(2D)か らラ

ウ ン ド型(3D)への変化 が認 め られた｡

5.90度 での転移幅 AHC2に温度依存性 が あ り､ T'で最 大値 を取 る｡ またへ 90度付近 の

傾 きにつ いて も T+付近 で変化 のあ ることが 観測 され た｡
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